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大
正
初
期
の
南
進
論

堀

保

赦

iI 

Y子

一言

明
治
二
十
年
代
ま
で
華
か
に
行
は
れ
た
南
方
発
展
論
は
、
そ

白
後
四
十
年
代
に
至
る
ま
で
撃
を
静
め
た
視
が
あ
っ
た
。
査
し

そ
の
問
‘
樹
文
・
針
露
問
題
等
が
山
積
し
て
北
方
に
謝
す
Z
絞

鵬
首
が
一
円
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
欣
躍
に
あ
り
、
た
め
に
南
方

• 

を
刷
み
る
徐
裕
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
然
る
忙
四
十
一
一
一

年
、
竹
越
三
叉
氏
の
「
南
闘
記
」
出
で
h
そ
の
南
進
論
が
-
品
川
を

風
騨
す
る
や
、
己
れ
陀
呼
臨
す
る
が
如
〈
「
雨
へ
!
南
へ

1
』白

聾
市
出
済
と
し
て
起
り
、
更
に
大
正
二
一
年
惟
界
大
戦
趨
り
て
我
が

濁
逸
領
南
洋
占
領
の
事
あ
る
や
、
南
方
へ
の
関
心
は
俄
に
高
ま

り
、
南
方
事
情
。
綿
介
を
案
ね
て
南
方
護
展
を
説
く
者
が
続
々

と
現
は
れ
た
。

右
一
の
事
情
並
に
大
r
k
初
年
の
主
た
る
南
進
論
者
の
所
論
に
つ

大
正
初
期
の
甫
語
論

い
て
は
、
既
忙
本
庄
博
士
の
「
先
煙
者
の
南
方
経
緯
」
に
要
を
得

て
説
述
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
本
稿
に
於
て
は
い
さ
誌
か
そ
れ
に
蛇

足
を
加
へ
る
と
共
に
、
乙
れ
を
時
代
的
背
畏
と
の
閥
係d
ほ
於
て

考
へ
て
見
ょ
う
と
思
ふ
。

井

上

精 v

氏
は
明
治
問
十
五
年
六
月
上
り
大
正
て
年
-
月
に
一
且
り
、
賞

哩
山
崎
察
者
と
し
て
南
方
各
地
主
歴
遊
し
、
蹄
朝
後
「
南
洋
と
日

(
大
正
二
年
七
月
、
尤
正
枇
)
た
る
~
虫
閏
聖
公
け
に

L
た
。
氏

本」は
、
我
闘
の
最
大
要
務
は
開
岡
進
取
の
閥
是
に
則
り
て
問

E
K

現
展
ず
る
に
あ
り
と
し
、
年
々
の
大
た
る
人
口
増
加
単
と
楠
鰐

怒
る
人
口
密
度
と
を
廠
み
て
占
『
海
外
俊
民
の
志
業
微
友
り
と

せ
ば
、
鼎
来
の
運
命
干
、
民
に
寒
心
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
も
の
あ

る
を
党
ゆ
ペ
し
。
此
故
に
奥
闘
の
第
一
義
は
た
づ
岡
内
に
古
川
貸

せ
る
勢
力
を
外
方
に
法
ぎ
て
多
々
盆
々
一
排
十
る
の
経
輸
を
策
せ

ざ
る
ペ
か
ら
十
」
と
愉
じ
、
進
ん
で
、
邦
人
移
住
の
好
遡
地
た

る
米
岡
・
加
奈
陀
及
び
濠
洲
に
於
け
る
針
邦
人
感
情
の
良
し
か

ら
ざ
る
現
在
並
に
時
間
来
に
於
て
は
、
邦
人
残
展
の
震
に
残
さ
れ

第
五
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七
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大
正
初
期
町
商
議
論

た
る
と
と
ゐ
は
南
米
と
南
洋
あ
る
の
み
と
断
ヒ
、
そ
の
う
ち
地

理
的
・
歴
史
的
・
人
種
的
・
粧
掛
的
忙
最
も
近
い
関
係
に
わ
る

南
洋
己
そ
は
、
邦
人
の
特
に
暁
足
を
仲
ぼ
す
べ
き
の
地
で
あ
る

と
論
じ
て
ゐ
る
。

首
時
の
北
進
論
、
即
ち
人
口
・
資
本
を
浦
韓
に
集
注
し
て
そ

山
富
源
を
開
設
す
べ
し
と
の
所
論
に
劃
し
て
は
、
己
れ
を
開
荷
担

し
て
湖
輔
の
民
を
丈
明
と
平
和
白
思
惑
に
浴
せ
し
む
る
は
日
本

国
民
の
負
拾
す
べ
き
営
然
の
歴
史
的
使
命
で
あ
っ
て
、
双
手
を

曲
帯
げ
て
賛
意
を
去
す
お
も
、
そ
の
議
論
は
少
〈
と
も
日
清
戦
争

前
時
に
於
て
解
決
桝
み
の
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
未
決
の
闘

題
た
る
か
の
如
〈
取
扱
ひ
、
新
衣
を
飾
ら
し
め
て
今
夏
持
出
す

の
は
誌
に
あ
ら
ざ
れ
ば
狩
た
り
正
論
じ
、
要
す
る
に
『
吾
人
の

論
者
に
賛
同
す
る
は
、
之
を
新
問
題
と
し
て
に
在
ち
十
、
又
た

北
米
・
商
米
及
ぴ
南
洋
等
忙
致
展
ず
る
を
不
必
要
と
し
て
に
も

在
ら
中
、
牽
也
に
い
へ
ば
五
ハ
人
ほ
既
忙
渦
韓
心
地
在
日
し
て
異

邦
異
域
し
し
見
倣
さ
や
、
帝
岡
の
延
長

L
縮
大
せ
る
所
と
友
寸
も

の
也
。
而
か
も
此
勢
力
範
制
祉
保
有
す
る
と
と
に
依
て
、
帝
閑

々
民
の
他
方
戸
川
に
設
展
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
乙
の
必
要
を
総
和
し

第
五
十
七
巻
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得
と
思
ふ
も
の
あ
ら
ば
、
是
れ
大
な
る
誤
解
也
、
謬
想
自
」
?
と

辿
ベ
て
ゐ
る
。

而
も
湖
例
・
朝
鮮
は
既
に
入
口
湖
秘
に
し
て
邦
人
移
杭
の
徐

『
唯
大
資
本
の
威
力
を
以
て
功
を
皐
ぐ
る
の
外
に

各
個
人
活
動
白
川
人
地
甚
一
だ
狭
き
を
鳳
加
え
し
む
』
る
の
に
封
し
、

市
洋
は
瓜
時
を
除
け
ば
人
煉
稀
に
し
て
鋤
教
を
入
る
ペ
空
庚
漠

地
乏
し
〈

白
良
地
を
存
し
、
資
本
・
努
力
夫
に
己
れ
を
提
供
す
る
飴
地
犬

た
る
白
み
た
ら
十
、
通
商
貿
易
上
の
利
盆
を
盟
官
に
す
る
と
た

も
頗
る
容
易
で
あ
る
と
し
、

『
這
般
の
経
済
的
視
察
を
基
礎
ル

し
て
賂
来
帝
岡
々
民
白
膜
足
を
仲
ぼ
す
べ
き
所
を
捧
ば
ん
か
、

五
日
人
は
言
下
に
南
洋
紅
り
と
答
ふ
る
に
陪
略
せ
ざ
る
也
』
と
論

じ
て
ゐ
る
。

而
し
て
氏
は
本
書
の
結
論
に
於
て
、
南
洋
を
綾
名
前
・
猟
・

米
・
英
・
濠
諸
国
の
動
向
を
概
開
閉
し
、
最
後
に
日
〈
「
有
人
の

南
港
論
に
は
些
か
も
寧
事
的
意
味
を
帯
び
示
、
産
実
・
通
商
及

移
民
白
上
よ
り
観
察
し
、
最
も
吾
に
近
接
せ
る
成
立
札
無
慌
の
大

設
展
地
あ
る
を
説
明
し
、
敢
て
膨
脹
的
図
民
の
奮
起
を
促
す
の

日
蓮
る
れ
ば
↑
日
の
掠
あ
り
、

み
。
時
は
今
た
り
、

年
握



る
れ
ば
英
人
進
み
.
二
年
遜
る
れ
ば
瀦
入
港
悲
し
、
=
一
年
退
る
れ

ば
米
人
雄
飛
し
、
四
年
選
る
れ
ば
漆
測
人
来
h

り
、
五
年
遜
る
れ

ば
蘭
人
共
棋
掠
を
堅
め
、
六
年
揺
る
れ
ば
支
那
人
議
々
蚊
回
目
し
、

七
年
選
る
れ
ば
印
度
人
の
数
更
に
増
加
せ
ん
、
若
し
十
年
二
十

年
白
後
に
至
り
て
南
洋
の
稜
展
hz
諮
る
、
既
に
晩
し
』
と
。

要
す
る
に
、
所
謂
北
守
前
進
論
に
左
祖
せ
や
し
て
北
進
と
同

時
に
南
進
す
べ
き
こ
と
を
読
者
、
特
忙
南
洋
が
邦
人
強
展
の
好

遡
地
で
あ
り
、
今
が
南
進
白
好
機
で
あ
る
己
と
、
並
に
人
口
・

資
本
共
に
己
れ
を
移
し
て
旺
ん
陀
粧
論
を
行
ふ
べ
き
と
と
を
唱

地
下
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
ロ

ιピ

111 

薫
(
知
一
山
一
)

氏
は
明
治
問
十
四
年
H
本
を
出
裂
し
て
市
方
を
歴
遊
し
、
師

来
後
止
す
を
説
き
て
商
舎
を
起
し
そ
の
粧
替
の
簡
に
首
り
し

人
、
そ
の
歴
遊
記
が
己
i
h

陀
ト
紹
介
せ
ん
と
す
る
「
南
沖
を
目
的

に
」
(
大
正
二
年
九
月
、
南
北
世
)
で
あ
る
。

氏
は
二
=
一
年
前
よ
り
北
守
南
惜
止
を
哨
へ
居
り
し
も
の
弘
知
く

南
洋
各
地
に
足
hz
選
ん
だ
の
も
所
論
の
賓
現
を
期
せ
ん
が
た
め

大
豆
初
期
丹
南
主
論

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
常
時
の
北
進
論
乃
至
北
進
政
策
に
機
ら
ぎ

り
し
E
と
井
上
氏
と
同
様
で
あ
っ
て
、
『
現
時
我
氏
族
抽
出
展
の

程
度
は
、
到
底
一
満
洲
主
以
て
満
足
す
べ
き
に
あ
ら
中
。
換
言

せ
ば
我
が
閑
人
白
浦
韓
褒
展
は
品
川
不
自
然
的
に
し
て
、
他
に
よ

り
以

k
D
好
植
民
地
を
J

要
求
す
む
は
識
者
の
夙
に
認
む

5
廃
校

り
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
南
洋
遊
歴
の
結
山
本
、
南
洋
未
殻

の
富
源
は
我
岡
人
が
開
後

rる
第

川
り
天
峨
た
る
を
知
h

り
、
同

時
に
我
岡
氏
が
渡
航
P
困
難
た
る
耐
米
を
望
み
、
而
も
か
〈
の

如
き
近
距
離
に
あ
る
南
洋
諸
島
を
等
閑
に
附
す
る
を
慌

L
め
る

氏
は
、
『
抑
A
移
民
地
た
る
や
、
風
土
の
本
闘
に
類
似
せ
呂
と
.

人
口
の
稀
薄
に
し
て
天
産
物
の
盟
品
目
在
る
主
要
件
と
せ
ざ
る
べ

か
ら
宇
』
と
し
て
、
市
社
刊
が
こ
山
保
件
を
具
備
せ
る
と
と
を
指

抽岨

L
、
士
た
南
進
は
人
類
白
山
本
能
た
り
と
し
、
更
に
工
業
を
以

て
闘
を
立
つ
る
上
に
も
、
商
業
立
闘
の
理
想
を
賃
現
す
る
上
に

も
、
指
外
移
住
者
に
原
料
の
仰
給
を
仰
ぎ
、
彼
等
に
よ
り
て
版

路爪
U

蝦
張
を
同
る
の
右
京
-
に
憐
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
諭

吉
、
以
て
械
力
南
洋
¥
の
移
住
俊
民
主
唱
へ
る
の
で
あ
る
つ

要

r
z
k、
民
心
肺
論
は
北
進
よ
り
も
前
進
を
急
務
と
す
る

三
七
七

第
五
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七
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大
正
初
期
目
南
匙
論

に
あ
る
己
と
恰
も
「
市
岡
記
」
に
於
け
る
竹
越
氏
と
撲
を
一
に
し

一
向
も
邦
人
の
移
住
を
以
て
南
迭
の
中
核
と
在
す
白
で
あ
る
ム

凹

中
井
喜
太
郎
(
錦
披
)

氏
は
大
正
厄
年
及
び
一
一
年
の
両
度
陀
ハ
タ
ピ
ヤ
と
新
茶
抽
叫
に

遊
び
、
そ
の
見
聞
・
感
想
を
コ
闘
賞
新
聞
」
民
連
載
し
、
更
に
之

を
一
番
に
ま
と
め
て
上
梓
し
た
。
こ
れ
「
南
洋
談
」
(
大
正
一
一
一
年

五
月
、
楕
業
研
究
合
出
版
き
で
あ
る
。
氏
の
宇
張
は
、
要
す
る
に
曽

我
閣
の
官
強
を
岡
る
は
海
外
投
展
の
一
途
に
あ
り
、
故
に
盛
ん

に
海
外
に
移
住
し
、
能
ふ
ベ
く
ん
ば
植
民
地
の
開
裂
を
行
ム
ペ

し
と
い
ム
に
あ
る
。
特
に
南
洋
の
み
在
ら
や
、
南
支
・
メ
キ
シ

コ
等
ま
で
要
す
る
に
南
方
に
向
っ
て
賞
展
ず
べ
し
と
論
十
る
所

以
は
、
古
事
記
」
陀
徴
す
る
に
、
南
港
己
そ
日
本
園
民
渡
良
の

根
本
的
方
向
一
で
あ
り
、
従
っ
て
南
方
殻
展
と
そ
日
本
人
白
天
職

た
り
と
い
ふ
に
あ
呂
。

而
し
て
北
守
南
進
論
或
は
北
建
南
守
論
忙
関
し
て
『
子
ほ
此

問
題
忙
慮
し
て
如
何
に
共
白
議
論
を
決
定
す
る
や
、

mzれ
疑
問

の
迷
宮
に
あ
ら
や
や
と
、
余
答
ム
、
子
の
言
ふ
所
は
殆
ん

E
閑

第
五
十
七
巻

二
七
八

題
を
成
さ
A
Y
、
北
進
南
進
絶
て
可
陀
し
て
・
日
本
岡
民
は
四
方

第一一一腕

ブL
〉て

八
回
に
議
展
す
べ
し
、
北
陸
南
海
論
も
北
農
商
商
論
も
手
営
り

突
第
に
資
行
し
、
大
和
民
族
の
機
能
在
費
揮
せ
ざ
る
可
ら
宇
』

と
漣
ベ
、
再
び
「
古
事
記
」
江
撮
っ
て
、

『
市
代
H
本
人
の
思
想

は
世
界
統
一
に
在
り
、
(
中
時
)
今
人
た
る
も
の
古
人
の
思
想
を

以
て
忠
忽
と
層
摘
さ
ど
る
可
か
ら
宇
、
設
今
人
を
以
て
古
人
に
漬

か
・
?
と
せ
ん
や
、
奮
起
せ
よ
岡
氏
』
と
結
ん
で
ゐ
る
。

要
す
る
に
、
氏
の
南
進
論
は
必
十
し
も
系
統
的
に
は
説
か
れ

て
ゐ
・
な
い
が
、
行
論
中
、
首
時
の
我
閣
に
海
外
褒
展
の
基
本
方

策
-
泣
く
、
政
治
あ
っ
て
樫
給
た
き
を
指
摘
せ
る
賄

A
W
て
、
或

は
南
洋
白
み
た
ら
や
南
支
や
メ
キ
シ
コ
に
ま
で
着
目
せ
る
知
広

於
て
、
ま
た
南
洋
各
地
の
欣
態
を
卑
泣
た
例
を
以
て
約
介
せ
る

離
に
於
て
、
常
時
の
人
心
E
可
た
り
の
影
響
を
興
へ
た
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。五

内

田

嘉

吉

そ
の
著
「
岡
氏
海
外
殻
展
策
」

は
、
氏
が
蚕
輔
問
栂
督
府
民
政
長
官
時
代
の
著
漣
で
あ
る
。
本
書

(
大
正
一
一
一
勾
十
月
、
拓
殖
新
報
社
)



は
そ
の
立
揚
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
¥
従
っ
て
裏
湾
事
情
1

の
結
介
在
乗
ね
て
、
墓
時
を
我
が
海
外
務
展
白
根
揚
地
と
し

以
て
岡
氏
が
南
方
に
費
展
せ
ん
己
と
を
希
求
せ
石
も
の
で
あ
る

が
、
そ
白
所
説
忙
は
開
〈
ペ
き
騒
が
頗
る
多
い
。

先
づ
営
時
の
我
園
の
多
難
註
る
園
際
的
地
位
を
指
摘
し
て

「
所
謂
我
日
本
帝
闘
を
指
し
て
世
界
の
一
等
図
若
く
は
一
流
園

と
震
す
所
以
の
も
の
は
、
共
由
民
貨
の
意
義
に
於
て
は
、
世
界

の
一
等
図
若
〈
は
一
流
園
を
針
手
と
し
て
之
を
角
逐
馳
聴
す
る
F

の
謂
な
り
と
解
刷
押
す
ペ
音
を
至
営
と
す
、
若
L
夫
れ
漫
然
一
等

関
左
り
一
流
岡
た
り
と
爆
し
、
寅
カ
の
之
に
件
ふ
や
否
や
も
願

み
守
し
て
、
漏
り
街
誇
の
聾
に
満
足
し
つ
h
あ
る
如
曹
は
、
識

者
。
最
も
憂
ふ
る
所
た
り
と
す
、
蓋
し
我
園
の
一
等
閲
若
〈
は

一
流
園
長
る
所
以
内
一
も
の
は
、
共
資
質
及
貸
力
D
上
に
在
ら
や

し
て
、
其
任
務
及
事
業
の
上
忙
担
り
と
云
ふ
ペ
く
、
従
て
盛
名

h

よ
り
も
困
難
を
意
味
し
お
光
栄
よ
り
も
白
血
閣
を
意
味
す
る
も
白

冒
と
謂
ふ
べ
き
た
り
、
則
tJ
断
じ
て
園
人
の
業
視
を
許
さ
ど
る
所

以
と
濁
す
』
圭
述
べ
、
次
に
と
の
資
力
の
盛
名
に
件
は
ざ
る
所

以
在
、
闘
土
両
積
の
狭
小
、
人
口
白
過
剰
、
園
産
白
僅
少
、
商

大
E
初
期
白
・
南
謹
諭

工
業
の
未
褒
遠
の
四
黙
に
求
め
、
そ
の
匡
救
策
と
し
て
)
商
工

費
展
策
と
同
時
に
海
外
移
住
政
策
を
採
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
己

と
を
力
説
し
て
『
移
民
を
外
国
に
排
問
す
る
己
と
は
、
土
地
と

• 

共
に
共
宮
を
摘
延
す
る
所
以
忙
し
て
、
各
己
の
介
配
は
共
割
合

、
に
豊
裕
な
る
べ
き
た
り
』
と
述
べ
で
ぬ
る
。
そ
の
一
移
住
袈
展
す

ぺ
き
地
が
南
洋
に
あ
り
と
す
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
。

営
時
白
北
進
論
或
は
北
守
南
進
論
に
封
し
て
は
、
民
は
何
れ

同
仙
も
偏
せ
や
、
四
方
に
進
出
す
べ
し
と
論
〈
も
の
で
あ
る
が
、

而
も
米
欧
諸
闘
の
勢
力
が
未
だ
完
全
に
は
及
ば
す
る
南
洋
へ
の

帯
同
展
と
そ
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、

日
本
及
日
本
民
族
の
此
南
洋
方
面
に
務
展
す
ベ
斉
一
は
、
最
も
念

切
に
し
て
、
些
の
臨
時
時
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
在
り
』
》
一
論
止
、

『
今
に
於
て
疾
く

「
唯
だ
共
務
展
は
政
治
的
比
非
宇
し
て
経
済
的
危
る
を
宜
し
と

す
、
査
し
政
治
的
自
獲
展
は
、
事
直
に
列
闘
の
勢
構
に
釣
る
と

同
時
に
、
共
志
を
途
ぐ
る
に
於
て
極
め
て
困
難
一
怒
る
も
り
あ
る

を
以
て
な
り
、
我
園
人
は
、
専
ら
日
本
及
日
本
民
族
U
経
稗
的

強
展
を
策
す
る
の
み
、
此
外
事
も
他
意
あ
る
に
非
ざ
る
一
た
り
』

と
断
つ
℃
ゐ
る
c

傍
五
十
七
巻
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t 
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大
豆
初
期
目
南
誕
諭

要
す
る
に
氏
の
所
論
は
)
南
方
へ
の
移
住
を
盛
ん
に
行
ひ

以
て
我
が
工
業
の
た
め
の
原
料
資
源
を
開
愛
し
、
我
が
商
品
の

た
め
の
一
販
路
を
棋
大
し
、
か
く
て
閣
官
主
興
し
て
-
等
岡
た
る

の
資
力
を
備
ふ
べ
し
と
い
ふ
に
あ
る
。

ー，、
h
H
円

q

l

I

 毅

氏
は
冊
同
氏
新
聞
記
者
、
夙
に
南
洋
に
志
し
、
明
治
問
十

南
支
・
悌
倒
印
度
支
那
・
防
来
半
島
よ
り
市
方
諸
地
域
を
耐
察
、

共
後
乙
れ
を
二
度
線
返
し
、
吏
に
H
澗
開
戦
後
わ
が
南
進
策
の

古
川
要
擁
鮪
た
ち
ペ
き
小
説
原
群
島
に
渡
り
、
腕
来
後
一
審
を
著

は
し
た
。
「
南
進
策
L

」
ア
小
笠
間
群
島
」
d
k
E
五
年
目
白
人
月
、
放
天
払
鷲

己
れ
で
あ
る
。

氏
は
光
づ
、
悶
岡
進
取
は
我
が
岡
n
E
で
あ
り
、
裕
外
渡
展
は

今
や
優
勢
な
る
闘
論
と
な
り
、
議
論
の
時
代
を
去
っ
で
賀
行
の

時
代
と
た
っ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
や
『
呼
蹴
す
る
者
徒
に
衆
く
し

て
、
寅
践
す
る
者
甚
だ
少
き
』
を
指
摘
し
、
加
問
一
一
外
移
住
者
の
生

再
川
欣
態
主
怖
い
て
『
在
外
邦
人
の
数
、
既
に
コ
一
十
高
を
算
す
る

も
、
彼
等
は
東
問
削
品
十
球
心
各
地
に
散
在
し
あ
り
。
共
闘
系
統

第
五
十
七
巻

第一一一瞬

F、
O 

::It， 
F、

た
く
組
織
た
く
、
各
自
思
ひ
思
ひ
に
漉
航
し
、
或
は
人
に
雇
は

年

れ
て
共
使
役
す
る
所
と
た
り
、
或
は
卑
賎
在
る
職
業
を
操
り
て

一
輝
に
能
く
温
活
す
る
も
の
百
中
九
十
七
八
忙
居
る
己

k
』
を
慨

一
歎
し
、
進
ん
で
闘
力
の
仲
張
、
聞
成
の
殻
揚
を
墜
ま
ぽ
海
外
に

一
植
民
地
主
開
く
に
若
く
は
た
し

K
L
、
軍
在
る
移
住
に
よ
っ
て

一
得
る
と
乙
る
た
昔
所
以
左
京
の
如
〈
説
明
す
る
。
日
く
『
依
然

た
る
潤
立
固
に
向
ひ
ョ
幾
何
の
向
稼
人
が
入
込
む
も
、
幾
多
の

移
住
民
が
渡
航
す
る
も
、
時
彼
等
が
生
産
事
業
の
還
問
機
闘
た

る
に
止
ま
り
、
共
収
集
の
大
部
は
彼
が
手
に
蹄
し
、
我
は
僅
少

の
賃
銀
を
受
付
て
，
、
持
役
に
服
す
る
忙
過
ぎ
A
Y
o

約
言
す
れ
ば

間
稼
の
文
字
が
示
す
加
〈
、
勢
働
者
が
糊
口
の
注
を
裕
外
陀
求

む
る
の
み
。
共
放
果
は
繁
茂
せ

Z
統
楽
を
間
引
き
て
、
密
生
よ

り
す
る
忠
世
除
〈
が
如
く
在
る
の
み
。
他
の
締
盟
闘
に
移
仕
す

る
も
の
は
師
化
し
て
共
闘
特
に
入
り
、
言
語
一
帽
風
俗
一
同
盟
す
れ
ば
、

一
二
代
の
後
は
岨
固
と
波
交
捗
と
た
り
了
り
、
全
く
移
性
同
氏

に
恨
化
す
る
を
常
と
す
』
と
。

そ
の
著
例
と
し
て
濁
・
伊
の
合
衆
閥
移
住
民
の
恢
態
を
摘
げ

『
畢
立
園
内
剰
飴
の
人
口
が
格
外
に
吐
附
さ
れ
た
り
、
と
云
ム



に
過
ぎ
守
』
と
断
じ
、
綬
い
て
航
民
地
建
設
の
利
篠
宮
就
い
て

『
碩
民
地
の
建
設
は
別
ち
然
ら
や
。
共
殻
見
に
囚
る
と
、
ト
門
飼

に
向
る
と
は
論
な
く
、
組
闘
の
版
刷
K
属
し
、
岡
旗
の
干
に
、

拓
殖
の
事
業
主
粧
叫
出
品
す
る
在
れ
ば
、
共
闘
饗
す
る
所
ほ
寸
域
パ

士
も
、
肌
闘
の
所
得
た
り
。
随
ひ
て
共
繁
柴
は
岡
家
解
消
に
利

す
む
所
多
曹
は
言
ふ
ま
で
も
た
〈
、
岡
山
岳
の
勢
力
を
精
進
す
る

己
と
桜
め
て
大
た
る
も
の
友
り
』
と
い
ひ
、

『
肘
の
海
外
焚
展

を
唱
ふ
る
者
、
慮
紘
に
及
ば
宇
、
多
数
の
邦
人
が
外
闘
に
同
線

ぎ
さ
へ
す
れ
ば
、
共
目
的
を
注
す
る
か
の
如
く
思
惟
す
。
例
区
、

思
棋
の
車
純
な
る
宇
。
今
日
に
方
り
、
背
も
海
外
後
展
の
賢
殺

を
政
、
叫
ん
と
敬
す
れ
ば
、
埴
首
の
制
民
地
主
獲
得
し
、
之
を
拓

摘
し
て
大
和
民
族
の
融
制
足
を
展
べ
芝
る
べ
か
ら
や
」
と
主
張
し

て
ゐ
る
。

抑
止
て
太
平
洋
の
形
勢
を
論
じ
て
特
に
思
ひ
を
円
米
関
係
の

牌
来
に
馳
せ
、
岡
防
上
、
事
湾
海
峡
を
以
て
第
」
防
禦
線
と
た

す
が
如
き
退
嬰
策
は
閥
防
汁
書
官
を
全
く
す
ろ
所
以
に
あ
ら
や
、

よ
ろ
し
く
海
峡
航
民
地
地
方
を
第
4

防
禦
線
と
危
さ
ピ
る
べ
か

ら
十
と
し
、
そ
の
基
地
と
し
て
茶
摘
聞
と
併
せ
て
小
笠
原
群
島
が

大
E
初
期
の
南
語
論

制
刷
る
貫
要
た
る
佼
割
を
前
十
ペ
き
所
以
を
詳
説
す
る
。
か
く
。

如
〈
太
平
洋
の
形
勢
を
忠
ふ
る
氏
が
南
誕
の
必
要
を
力
説
す
る

の
は
首
然
で
あ
る
。
円
〈
『
南
港
北
守
は
一
時
論
壌
の
好
題
目

と
し
て
、
盛
ん
に
論
議
せ
ら
れ
し
も
、
田
帯
克
机
上
の
本
談
に
過

ぎ
や
。
h

岡
家
の
大
計
よ
り
云
へ
ば
、
市
方
同
よ
り
進
取
せ
ざ
る

べ
か
ら
や
、
北
の
方
満
蒙
の
野
、
亦
量
に
久
し
く
現
欣
維
持
を

以
て
足
れ
り
と
せ
ん
や
。
然
れ
ど
も
刻
干
の
念
務
と
す
る
所
は

山
界
的
舞
事
に
向
ひ
て
、
開
力
を
刷
出
ぺ
、
問
威
主
扱
ぐ
る
に
地

4

少
を
市
凶
の
方
耐
に
占
め
て
、
叫
刈
刊
叫
と
術
を
戦
ふ
の
機
貼
と
な

す
に
花
り
。
日
本
帝
閥
の
拡
腕
口
、
大
和
民
族
の
活
躍
、
此
秋
を

治
せ
ば
、
復
た
繭
来
の
一
機
友
か
ち
ん
と
す
」
と
。

然
ら
ば
J

世
間
洋
の
何
れ
の
地
に
細
川
民
地
中
ゲ
一
閃
〈
べ
昔
十
、
氏
は

南
方
諸
地
域
の
政
治
的
・
経
抑
的
mm勢
を
歴
史
的
・
現
資
的
に

鰻
々
説
明
し
て
「
前
方
後
展
と
い
ふ
、
そ
の
意
義
漠
然
た
る
が

如
く
た
れ
ど
も
、
目
指
す
所
は
蘭
領
来
印
度
諸
島
に
あ
り
』
と

し
、
そ
の
開
拓
ー
の
が
趨
地
た
る
乙
と
を
経
済
的
・
同
然
地
開
的
・

政
治
的
に
説
明
し
て
『
蘭
領
諸
島
は
殖
民
地
に
し
て
、
米
関
・

法
制
州
た
ど
と
共
趣
を
具
に

f
。
無
人
の
境
・
荒
蕪
の
地
所
在
之

第
荒
十
七

第
三
旗
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大
宜
初
期
白
南
語
論

あ
り
。
我
邦
人
が
相
率
ゐ
て
渡
航
し
、
日
本
村
を
常
設
し
て
、

各
穂
の
事
業
主
経
営
す
る
も
、
直
接
白
人
の
利
害
に
艇
鋼
す
る

拒
絶
せ
ら
る
べ
き
現
由
た
し
』

と
遁
ベ
て
ゐ

所
た
け
れ
ば
、

る
。
そ
り
移
伎
後
展
の
基
地
と
し
て
、
氏
は
小
笠
原
群
島
を
重

要
腕
す
る
の
で
あ
っ
て
、
前
遁
の
如
苦
海
外
移
住
の
無
秩
序
・

不
振
の
現
欣
を
線
返
さ
ピ
ら
ん
が
た
め
に
、
小
笠
原
群
島
を
以

て
植
民
的
訓
練
所
と
し
、
己
、
を
基
地
と
し
て
組
織
的
・
秩
序

的
に
海
外
護
展
を
註
さ
ピ
る
べ
か
ら
宇
と
主
張
す
る
の
で
あ

る。
本
書
の
結
諭

K
H〈
『
南
梅
の
天
地
は
邦
人
の
力
に
よ
り
て

開
拓
せ
ら
れ
ん
事
、
是
れ
予
が
深
く
希
望
し
己
粁
能
は
ぎ
る
と

こ
る
註
り
と
す
。
然
し
な
が
ら
是
を
欧
米
諸
岡
民
が
東
南
洋
の

天
地
に
於
て
な
し
た
る
如
く
、
冒
険
的
に
海
賊
的
に
、

定
の

方
針
な
く
、
漫
然
と
し
て
共
の
勝
行
を
在
す
は
不
可
也
。

4
m
h

る
時
代
は
既
に
去
れ
り
、
今
日
は
、
必
や
や
秩
序
あ
り
、
根
嫁

あ
り
、
後
援
あ
る
人
々
の
幹
費
に
上
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
。
か
の

徒
千
空
準
、

一
捌
千
金
を
夢
み
る
如
曹
は
断
じ
て
不
可
也
。
予

怯
以
上
の
事
寅
及
び
意
見
に
基
舎
で
汎
〈
世
人
が
我
が
小
銭
原

第
五
十
七
巻

丹、

第
三
披

O 
O 

群
島
と
南
洋
群
島
と
白
開
係
主
顧
慮
研
究
し
、
勇
気
あ
る
同
志

の
阪
起
と
清
貴
社
る
事
業
家
の
企
業
と
を
希
望
す
る
も
の
也
』
J

E
C
.
東
江
南
万
殻
民
自
手
段
と
し
て
海
軍
の
大
繍
張
主
要
望
し
、

国
防
備
は
り
て
閥
家
磁
存
し
、
園
家
存
在
し
て
農
工
商
あ
り
と

結
ん
で
ゐ
る
黙
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

婆
ず
る
忙
、
氏
の
南
方
致
展
論
は
、
車
な
る
岡
氏
経
済
的
見

地
主
越
え
て
、
周
防
園
家
的
立
揚
か
ら
た
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
で
、
営
時
の
南
進
論
中
陀
あ
守
て
最
も
注
目

f
べ
き
も
の
、

一
つ
で
あ
ら
う
。

(
註
一
)
本
書
は
出
版
と
同
時
に
多
E
の
新
聞
紙
上
に
師
介
批
評
せ
ら
れ

た
。
例
「
ば
「
ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ド
ヴ
ア
タ
イ
ザ

l
」
誌
は
「
太
平
梓
托

於
て
、
日
本
は
婚
燕
如
何
に
設
展
ず
く
さ
か
。
太
平
洋
は
永
久
に
其

名
目
示
ナ
如
〈
、
太
平
な
ら
ざ
る
恐
な
き
か
。
比
問
題
は
同
四
民
新
聞

，
記
者
山
田
毅
一
氏
の
新
著
に
よ
P
て
論
議
せ
ら
れ
た
り
e
(
中
時
)
之

を
遁
議
す
る
に
、
太
平
津
に
向
っ
て
、
其
の
勢
力
を
新
展
せ
し
め
ん

と
す
る
日
本
白
野
心
は
瞬
々
と
し
て
見
る
ベ
し
』
と
評
し
、
詳
細
に

本
書
白
内
容
を
紹
介
し
て
ゐ
る
e
(
本
書
再
版
本
所
取
)

(
註
↓
一
〉
放
天
義
弛
は
著
者
帯
同
志
の
海
外
活
動
機
闘
に
し
て
、
我
同

白
棋
序
的
海
外
遊
展
白
先
埠
た
ら
ん
が
た
晶
、
多
〈
申
人
材
を
養
成

し
、
併
せ
て
海
外
的
諸
般
の
事
業
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
出
肢
の
加
き
も
亦
そ
の
一
事
業
に

L
て
、
蹟
〈
海
件
遊
民
思
想



を
最
世
せ
ん
と
す
る
の
が
そ
白
目
的
で
あ
っ
た
。

t 

副
島
八
十
六

氏
は
岐
に
明
治
三
十
六
年
十
一
月
、
同
露
開
戦
の
前
夜
忙
於

て
南
方
経
楼
論
を
読
者
、
防
人
の
南
方
へ
め
注
意
を
喚
起
し
た

人
で
あ
る
が
、
昨
界
大
戦
に
際
合
す
る
や
更
に
脊
を
著
は
し

て
南
方
食
展
の
念
務
な
る
を
訴
へ
た
。
と
れ
「
帝
岡
市
進
策
」

(
大
正
五
年
十
月
、
民
友
世
)
で
あ
る
。

氏
は
先
づ
『
何
人
に
天
職
あ
り
、
岡
一
家
に
も
亦
疋
脆
あ
り
。

我
が
大
日
本
の
天
臓
は
貸
忙
東
洋
O
盟
主
た
る
に
在
り
』
と
鳴

被
し
、
然
る
に
も
拘
ら
中
園
民
白
白
血
百
足
ら
ぎ
る
の
み
な
ら
十
、

関
宮
の
鮪
に
於
て
外
形
上
西
班
牙
と
伯
仲
す
る
忙
過
ぎ
ぎ
る
を

遺
憾
と
し
、
天
臓
を
貸
現
せ
ん
が
た
め
に
は
円
売
づ
岡
家
白
領

土
を
搾
保
し
、
外
敵
の
侵
入
を
撃
退
す
る
に
足
ろ
ペ
雪
十
分
注

る
兵
力
主
作
る
を
要
し
、
共
の
兵
力
を
支
持
せ
ん
が
矯
め
忙
は

亦
十
分
な
る
宮
源
を
時
養
す
る
を
要
し
、
同
時
に
曲
学
術
上
・
遺

徳
上
・
共
他
の
一
切
の
文
明
-E
、
亦
貸
忙
十
分
た
る
施
設
経
詩

を
完
備
す
る
主
要
す
』
と
説
い
て
ゐ

5
0

大
正
靭
期
白
商
産
諭

〆

東
洋
の
盟
主
と
な
る
こ
と
は
要
す
る
に
封
外
渡
展

E
た
す
と

主
で
あ
り
、
従
っ
て
氏
は
所
謂
北
守
前
措
叫
ん
耐
を
取
る
も
の
で
た

〈

「
日
本
興
臨
聞
の
気
漣
は
必
'
F
常

ι東
西
南
北
忙
於
け
お
進

展
と
た
り
て
問
現
せ
ざ
る
可
ら
十
。
(
巾
略
」
機
舎
の
生
や
る
勾

に
、
闘
力
山
北
川
す
限
り
、
世
界
の
公
道
と
闘
際
的
俸
制
服
し
ふ
に
紙

燭
せ
ざ
る
限
り
、
四
方
八
聞
に
向
っ
て
大
前
躍
を
試
品
ん
己
と

を
+
士
山
制
』
す
る
も
の
で
あ
あ
が
、
併
し
徒
ら
な
る
伺

4
の
大
搬

張
織
に
は
興
み
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
「
主
人
は
只
、
岡
家
的

統
一
の
力
溺
く
、
岡
氏
的
結
合
の
精
一
脚
に
之
し

J
¥
宇
内
に
押
倒

立
し
て
列
強
に
封
時
し
、
白
己
湖
特
白
文
明
を
以
て
位
制
作
人
類

白
進
歩
に
寄
興
ず
る
の
抱
負
た
く
ん
ば
、
是
れ
政
治
的
亡
岡
の

現
象
に

L
て
、
延
い
刊
で
前
人

ω
意
気
品
性
に
甚
四
時
一
の
影
響
を
及

ぽ
し
、
途
に
閥
入
を
皐
げ
て
随
一
葉
山
敗
頼
り
深
淵
に
沈
溺
せ
し
め

ん
己
と
を
恐
る
』

ξ
警
め
て
ゐ
る
。

而
L
て
氏
が
特
に
南
進
キ
一
主
張
す
る
の
は
か
汁
来
と
の
方
阿
の

研
究
調
費
に
従
事
せ
る
に
閃
る
一
も
の
で
あ
ろ
が
、
と
れ
に
恭
い

て
或
は
印
度
及
び
南
洋
の
宮
源
を
詳
記
し
、
戒
は
我
闘
と
印
度

及
び
南
洋
と
の
関
係
史
を
説
昔
、
南
洋
の
新
占
領
地
に
言
及
し

第
五
十
七
巻

第
三
競

O 
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大
耳
初
期
の
甫
建
論

て
は
共
庵
主
足
場
と
し
て
南
洋
・
印
度
の
中
央
に
向
び
手
足
を

I r 

『
貿
易
上
、
印
度
南
洋
を
支
配
し
得
る

者
は
、
邸
ち
全
世
界
に
於
て
優
勝
の
地
位
を
い
luむ
る
者
、
と
謂
ふ

ベ
し
』
と
断
じ
、
或
は
我
が
貿
易
及
び
海
道
Q
4
F
展
す
べ
き
必

仲
ば
す
要
あ
り
と
し
、

要
と
除
地
の
多
大
た
る
己
と
を
資
誇
し
、
換
ん
で
大
戦
が
我
が

市
洋
進
出
に
絶
好
の
機
合
取
る
と
と
を
示
唆
す
る
と
同
時
忙
、

摘
来
獅
カ
ー
を
以
て
欧
米
諸
岡
と
競
争
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
る
欣
盤

に
立
至
る
べ
き
を
強
畑
中
し
て
識
者
の
注
意
を
喚
起
し
、
我
が
貿

J
 

易
界
の
快
陥
と
統
計
の
不
備
を
指
摘
し
て
反
省
主
促

L
、
共
他

政
育
改
警
策
h
T
弊
働
者
待
過
問
題
た

E
広
も
燭
れ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
氏
は
市
迭
を
主
張
す
と
雌
も
、
路
は
に
植
民
地
の

獲
得
を
就
く
の
で
も
た
け
れ
ば
、
移
仲
代
奨
助
主
諭
A
Y
む
の
で
も

た
い
。
附
す
る
と
こ
ら
は
、
資
本
主
投
じ
で
資
源
を
開
描
出
し
、

貿
易
及
び
海
運
の
後
民
主
岡
り
、
共
等
を
通
ビ
て
叩
度
及
び
市

、
洋
に
抜
く
べ
か
ち
ざ
る
勢
力
主
挟
殖
す
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
は
欧
米
勢
力
が
こ
の
地
域
よ
り
後
退
せ
る
現

在
己
モ
絶
好
の
機
合
た
る
が
故
に
、
惑
か
に
賓
行
方
策
を
隊
J
A

す
ベ

L
Lし
た
す
も
の
?
あ
る
。
似
し
氏
の
所
設
に
於
て
詩
意
す

第
五
十
七
巻

事
一
一
擁

O 

A 
問

ペ
き
は
、
東
洋
の
提
主
た
る
ペ
者
資
格
乃
至
保
件
を
説
い
て
刺

す
と
こ
あ
た
き
貼
で
あ
ら
う
。

八

時

代

的

背

m
m
A

以
上
、
数
名
の
人
目
士
に
つ
き
、
そ
の
著
尚
一
に
よ
っ
て
丈
正
初

期
の
市
港
諭
を
筒
翠
に
紹
介
し
た
。
首
時
市
迭
を
説
け
る
論
者

忙
し
て
倫
ほ
約
介
す
べ
き
も
心
に
、
林
金
五
郎
氏
(
「
南
洋
三
属

大
正
六
・
七
年
刊
)
、
鶴
見
祐
輔
氏
(
「
南
昨
遊
記
正
大
正
六
年
刊
)
・
山
本

ム
足
越
乃
博
士
(
「
共
同
民
の
混
一
叶
資
手
と
南
洋
研
市
領
地
」
大
正
六
か
刊
)

共
仙
閣
の
人
士
が
あ
る
が
、
都
合
で
E
れ
を
剣
愛
し
、
最
後
に
常

時
の
時
代
的
背
景
に
就
て
↑
一
一
日
し
よ
う
。

先
づ
上
掲
の
論
著
が
現
は
れ
た
の
は
大
正
初
年
で
あ
る
が
、

論
者
が
南
進
思
想
主
懐
抱
す
る
に
至
っ
た
の
は
少
く
と
も
明
治

末
年
民
側
る
。
明
治
末
年
は
い
み
ま
で
も
た
く

n露
戦
争
比
大

勝
を
博

L
、
露
凶
亜
に
代
っ
て
浦
測
経
持
の
捨
営
者
と
た
っ
た

時
で
あ
り
、
三
十
九
年
商
揃
訓
鈎
道
合
枇
創
立
せ
ら
れ
、
更
に

四
十
一
一
一
年
に
は
韓
闘
の
併
合
が
貸
現
し
た
。
ま
た
戦
勝
に
よ
る

同
際
的
地
位
の
曲
川

k
と
共
に
、
前
・
韓
は
勿
論
、
焼
く
東
洋
及



び
商
作
諸
地
域
L
K
謝
す
る
我
が
商
品
川
り
販
路
抜
大
し
、
こ
の
貿

易
の
仲
張
と
戦
後
終
日
常
政
策
と
に
肱
じ
て
工
業
・
海
運
業
等
も

設
展
の
一
路
を
辿
り
つ
6
h

あ
っ
h
k
。
印
ち
二
聞
に
於
亡
、
政
治

的
に
も
経
桝
的
に
も
雄
心
勃
々
花
る
時
代
で
あ
っ
た
と
い
は
ね

ば
た
ら
ぬ
。

例
し
乍
ら
そ
の
半
而
に
は
必
や
し
も
梁
視
を
詐
さ
ピ
呂
事
態

が
布
し
た
。
之
を
岡
内
的
に
見
み
に
、
思
想
界
江
は
不
圏
帽
の
湖

流
あ
り
て
幸
徳
事
件
の
愛
生
さ
へ
あ
り

般
に
貨
の
件
は
ぎ

る
一
等
闘
の
盛
名
に
酔
ひ
て
浮
華
幌
悦
の
気
風
掘
り
、
四
十

年
比
は
長
く
も
戊
巾
綿
虫
日
が
換
混
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
経
内
的
に

は
、
坦
以
の
企
業
熱
の
反
動
と
し
て
四
十
年
以
来
財
界
は
↑
張

弛
の
欣
態
に
る
り
、
貿
易
及
び
貿
易
外
円
支
出
帥
超
過
に
よ
る

医
貨
の
流
削
除
事
業
界
不
安
の
底
流
を
た

ι、
骨
骨
現
緊
縮
政
策

を
と
る
の
己
む
を
得
ぎ
る
紙
況
に
あ
っ
た
。
針
外
関
係
を
見
る

に
、
円
露
戦
争
以
後
米
関
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
目
木
移
民
排

斥
建
動
頓
に
荷
滋
と
左
り
、
回
十
年
十
月
、
桑
港
の
塑
務
局
は

H
本
児
援
の
米
岡
公
友
製
校
に
皐
ぷ
己
と
主
禁
じ
、
邦
人
商
庇

や
努
働
者
を
迫
害
す
る
の
暴
曲
唱
を
敢
て
す
る
K
至
っ
た
。
ま
た

大
亘
初
期
由
南
議
論

渦
洲
を
緯
右
目
米
関
係
は
必
・
干
し
も
効
税
を
許
さ
ビ
芯
も
の
あ

炉
、
即
ち
ハ
リ
マ
ン
の
満
微
を
日
米
共
同
経
待
の
下
陀
置
か
ん

と
す
る
計
者
が
失
敗
忙
腕
し
て
以
後
、
米
関
は
或
は
満
洲
諸
鱗

道
巾
立
案
を
提
議
し
、
或
は
列
闘
の
共
同
問
資
に
上

Z
満
洲
銀

行
設
立
案
を
持
刊
す
た
ど
、
頻
り
に
湘
洲
心
構
経
へ
の
割
込
み

を
策
し
つ
L
あ
っ
た
。
更
に
針
支
閥
係
忙
於
で
は
、
間
十
年

の
反
丸
事
件
以
後
、
漸
究
危
懐
す
ペ
苦
情
勢
の
展
開
宇
一
見
ん
と

し
っ
、
あ
り
、

一
般
に
南
方
諸
蝋
域
に
於
て
も
、
列
岡
の
角
逐

同
に
旺
ん
と
た
り
、
そ
の
間
移
住
邦
人
忙
劃
す
る
態
度
民
は
憂

慮
す
ベ
昔
も
の
あ
る
に
王
つ
売
。

以
上
の
如
雪
好
悪
相
あ
ざ
た
へ

Z
情
勢
白
下
に
於
て
、
北
進

-
論
・
南
進
論
、
或
は
北
守
南
進
論
・
北
進
南
宇
論
が
朝
野
の
問

に
し
き
り
に
唱
へ
ら
れ
た
。
北
進
論
帥
ゆ
り
満
洲
及
び
蒙
士
H

の
経

相
可
に
全
力
を
集
中
せ
ん
と
す
お
主
張
に
も
犬
在
る
明
白
が
あ
っ

た
。
党
づ
第
二
の
円
露
戦
争
h
f
強
揺
す
れ
ば
預
め
満
洲
に
確
同

た
る
地
歩
主
築
く
べ
昔
ほ
営
然
で
あ
っ
ャ
、
例
へ
ぽ
常
時
参
謀

綿
長
に
し
て
満
徴
創
立
委
員
長
た
り
七
児
玉
犬
勝
は
、
後
藤
新

平
子
に
初
代
湖
娯
綿
裁
就
任
を
懲
滋
す
る
忙
営
っ
て
大
に
そ
D

第
五
十
七
巻
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事

大
豆
相
期
白
南
挙
論

必
要
を
説
昔
、
鍛
道
の
経
営
・
炭
砿
開
裂
・
移
民
・
牧
畜
業
の

振
興
の
問
者
、
就
中
、
移
民
を
以
て
要
務
・
と
し
、
『
我
若
し
満

洲
に
於
て
五
十
高
の
移
民
と
数
百
寓
白
書
産
と
を
有
せ
ん
か
、

戦
機
若
し
我
に
利
た
ら
ば
、
進
み
て
敵
困
を
侵
略
す
る
D
準
備

v
ど
」
在
す
ペ
〈
、
亦
若
L
我
に
不
利
た
ら
ば
、
依
然
不
動
主
持
し

て
以
て
機
合
を
待
つ
に
足
る
ぺ

L
、
是
れ
櫛
韓
経
位
回
大
局
心
主

張
な
り
と
』
論
じ
た
。

究
に
上
述
。
口
米
闘
係
よ
り
見
て
、
満
洲
白
樺
銑
に
米
闘
を

し
て
割
込
の
徐
地
無
か
ら
し
む
る
た
め
に
は
、
我
が
濁
力
主
以

て
蓮
か
に
満
洲
粧
替
の
貨
を
事
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
加
ふ
る

に
、
米
闘
の
排
日
運
動
に
よ
っ
て
困
難
と
な
っ
た
海
外
移
民
自

捌
け
口
と
し
て
、
最
も
手
近
注
と
と
ろ
は
満
洲
一
t
ぁ
9
た
。
四

手
三
年
一
月
、
小
村
外
相
が
渦
韓
移
住
集
中
策
を
議
曾
に
於
け

Z
演
説
中
に
織
込
ん
だ
の
は
、
右
の
如
苦
情
勢
K
鑑
み
て
ピ
あ

っ
た
。
そ
の
他
維
新
以
来
の
大
限
強
展
論
の
停
統
を
引
〈
瀦
支

経
皆
論
者
亦
中
た
か
ら
や
、
針
支
聯
合
曾
た
る
活
動
機
関
も
存

'
:
O
 

L
Z
 

ar 

乙
の
北
推
論
に
謝
し
て
、
南
方
の
形
勢
を
よ
り
重
大
観
せ
る

第
五
十
七
巻

第
二
一
旗

O 
四

F、
アミ

人
々
は
、
北
等
南
進
或
は
南
洋
経
略
を
主
張
L
た
。
己
の
主
張

が
旺
ん
込
な
っ
た
に
就
て
は
、
前
述
心
如
く
竹
越
氏
の
著
書
D

m現
が
興
っ
て
力
が
る
っ
た
が
、
更
に
封
露
関
係
の
緊
張
が
安

第
に
ゆ
る
む
に
つ
れ
、
ま
た
南
方
へ
の
粧
消
波
展
が
次
第
に
好

墜
と
在
る
に
つ
れ
て
、
南
進
論
は
大
い
に
接
頭
し
、
加
ふ
る
に

世
旧
制
大
戦
勃
護
し
て
世
人
の
南
方
へ
の
閥
心
俄
に
高
ま
る
や
、

そ
れ
は
頗
る
勢
力
争
占
め
る
こ
ム
」
忙
在
っ
た
の
で
あ
る
。
前
に

掲
げ
た
数
名
の
人
ぞ
ば
、
四
方
八
面
べ
の
護
展
を
主
張
し
、
前

進
一
迭
を
設
く
も
の
で
は
注
い
が
、
而
も
南
進
の
喫
眠
刑
事
な
る
-w 

所
以
を
論
じ
て
ゐ
る
己
主
は
己
h

陀
繰
返
す
ま
で
も
た
い
。
而

K 、!闘行 もし
五序に併のて
つをはし、何
て遁不乍多れ
漸は可ら々の
くね能営あ論
賓ば貫工時る者
間たるの乙の
のちも我と主
機たの閥、張
舎かが白亦に
をつあ現繰も
輿たつ欣返
へ 。?と忙す今
ら雨。於必日
れ準現て要上
た論想はを旬
。者の、見見

而の費南たと
も主現北い肯
今張は併。紫
目は必進 に
我今宇の 常
々目や資 <> 
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は
論
者
の
一
議
論
の
号
ち
に
白
隠
傾
聴
す
べ
き
賦
白
多
k

あ
る
を

盟
百
え
る

ρ
で
あ
る
。




